
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 事業 事業

一般国道103号 葛原バイパス 区分 一般国道 主体 秋田県
くずはら

起終点 自：秋田県鹿角市十和田末広 延長
あ き た か づ の と わ だ す え ひ ろ

至：秋田県大館市軽井沢 5.5km
あ き た おおだて か る い ざ わ

事業概要 一般国道103号は、青森県青森市を起点とし、秋田県大館市に至る延長137kmの幹線道路で

あり、十和田八幡平国立公園へのアクセス道路としても重要な路線である。葛原バイパスは、現道の幅員

狭小、線形不良区間を解消し、安全で円滑な交通の確保を目的とした延長5.5kmの2車線道路である。

Ｈ11年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ11年度用地着手 Ｈ14年度工事着手

（Ｈ 年度変更）

全体事業費 ５５億円 事業進捗率 ４７％ 供用済延長 ０．７km

計画交通量 ７，０００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 27億円/57億円 85億円/85億円 平成２０年

1.5 事 業 費： 22/52億円 走行時間短縮便益：81/81億円

(残事業) 維持管理費：4.6/5.3億円 走行費用減少便益：3.0/3.0億円

3.3 交通事故減少便益：1.0/1.0億円

事業の効果等

・地域における安全かつ円滑な交通の確保（幅員狭小・線形不良箇所の解消）

・十和田八幡平国立公園へのアクセス改善による観光振興・観光支援
と わ だ は ち ま ん た い

・地域における安全・安心の確保（第１次緊急輸送道路） 他11項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

・国道103号改築促進期成同盟会（会長 大館市長）による早期整備要望（最新H20.11.28）

・北奥羽開発促進協議会（会長 八戸市長）による早期整備要望（最新H20.10.28）

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・H17.6.20に旧大館市、田代町、比内町が合併し、大館市となった。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・進捗状況：全体の50%進捗、H20末で約47%の供用率 ・残事業：改良工や橋梁工を引き続き推進する。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・全体で約23万m3の新規土が必要であり、その調達のための調整を図っていたが、米代川直轄事業の残土

(13万m3)を受け入れることで事業の促進を図る予定である。

施設の構造や工法の変更等

・特になし

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

・当初からの事業の必要性、重要性に変化はなく、更にコスト管理を徹底して事業を継続及び促進する。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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